
佐賀県医療的ケア児等コーディネーター養成研修等事業実施要綱 

  

（目的） 

第１条 日常生活及び社会生活を営むために恒常的に人工呼吸器による呼吸管理、喀

痰吸引その他の医療行為を受けることが不可欠な児童や重症心身障害児（以下「医

療的ケア児等」という。）が地域で安心して暮らしていけるよう、医療的ケア児等

に対する支援が適切に行える人材を養成するとともに、医療的ケア児等の支援に携

わる保健、医療、福祉、教育等の関係機関等の連携体制を構築することにより、医

療的ケア児等の地域生活支援の向上を図ることを目的とする。 

  

（実施主体） 

第２条 事業の実施主体は佐賀県とする。ただし、公正で中立的な事業者に事業を委

託することができる。  

 

（実施内容） 

第３条 実施する研修は、次のとおりとする。  

（１）医療的ケア児等支援者養成研修 

地域の障害児通所支援事業所、保育所、放課後児童クラブ及び学校等において医

療的ケア児等を支援している者や今後支援したいと考えている者、ボランティア、

学生等を対象に、医療的ケア児等に必要な支援を理解し、支援に関わる者を養成す

るための研修を実施する。 

 

（２）医療的ケア児等コーディネーター養成研修 

市町、相談支援事業所又は関係機関に所属し、各地域における医療的ケア児等の

支援に係る総合調整を行う者を対象に、医療的ケア児等に関する相談対応、医療的

ケア児等のライフステージに沿った支援の調整や関係機関との情報共有、支援に必

要な地域資源等の把握・開発など、地域において、医療的ケア児等の支援を総合調

整する者を養成するための研修を実施する。 

 

 ２ 前項の研修内容は、こども家庭庁の医療的ケア児等支援者養成研修及び医療的ケ

ア児等コーディネーター養成研修実施の手引きに基づく、別紙１の研修カリキュラ

ム以上の内容とする。 

 

（修了証書の交付） 

第４条 知事は、第３条第 1 項各号の研修修了者に対して、別紙２に基づき修了証書

を交付するものとする。  

 

（修了者名簿の管理） 

第５条 知事は、研修修了者について、修了証書番号、修了年月日、氏名、連絡先等必

要事項を記載した名簿を作成し、個人情報として十分な注意を払った上で管理する



ものとする。  

 

（フォローアップ研修） 

第６条 知事は、医療的ケア児等コーディネーター養成研修を修了後、医療的ケア児

等への支援に携わる者等を対象に、２年ごとに医療的ケア児等への支援を通じて得

た経験の共有、生じた問題への解決を図ること等を目的としたフォローアップ研修

を実施する。 

 

附則 

この要綱は、平成３０年５月１４日から適用する。 

この要綱は、令和５年９月１日から適用する。 

この要綱は、令和６年６月７日から適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１ 

医療的ケア児等支援者養成研修カリキュラム 

科目名 時間数 内容 

１ 総論 １時間 ①地域におけるこどもの発達と支援 

②医療的ケア児等支援の特徴 

③支援に必要な概念 

④医療的ケア児とその家族に対する支援に関する法 

 律 

２ 医療、保健 ３時間 ①障害のあるこどもの成長と発達の特徴 

②疾患の特徴 

③生理 

④日常生活における支援（感染対策、摂食嚥下、口 

腔ケア） 

⑤救急時の対応、災害対策支援 

⑥母子保健 

⑦訪問看護の役割と仕組み 

３ 福祉、保育、

教育、労働 

３時間 ①本人・家族の思いの理解 

②支援の基本的枠組み 

③福祉 

④遊び・保育 

⑤教育 

⑥労働 

⑦家族支援（きょうだい児支援・就労支援） 

⑧虐待防止対策 

４ 連携 ２時間 ①小児在宅医療における多職種連携 

②連携・協働の必要性 

５ ライフステー

ジにおける支援 

３時間 ①各ライフステージにおける相談支援に必要な視点 

②NICUからの在宅移行支援 

③児童期における支援 

④学齢期における支援 

⑤移行期における支援 

⑥成人期における支援 

⑦医療的ケアの必要性が高いこどもへの支援 

 

 

 

 

 

 



医療的ケア児等コーディネーター養成研修カリキュラム 

科目名 時間数 内容 

１ 総論 １時間 ①地域におけるこどもの発達と支援 

②医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する 

法律 

③医療的ケア児等コーディネーターに求められる役 

 割 

２ 医療、保健 ３時間 ①障害のあるこどもの成長と発達の特徴 

②疾患の特徴 

③生理 

④日常生活における支援（感染対策、摂食嚥下、口 

腔ケア） 

⑤救急時の対応、災害対策支援 

⑥母子保健 

⑦訪問看護の仕組みと実際の活動 

３ 本人・家族の

思いの理解 

２時間 ①本人・家族の思い 

②意志決定支援 

③ニーズアセスメント 

④ニーズ把握事例 

４ 福祉、保育、

教育、労働 

３時間 ①支援の基本的枠組み 

②福祉 

③遊び・保育 

④教育 

⑤労働 

⑥家族支援（きょうだい児支援、就労支援） 

⑦虐待防止対策 

５ ライフステー

ジにおける支援 

２時間 ①各ライフステージにおける相談支援に必要な視点 

②NICUからの在宅移行支援 

③児童期における支援 

④学齢期における支援 

⑤移行期における支援 

⑥成人期における支援 

⑦医療的ケアの必要性が高いこどもへの支援 

６ 地域支援体制

整備 

３時間 ①支援チーム作りと支援体制整備/支援チームを育て 

 る 

②支援体制整備事例 

③医療、保健、福祉、教育、労働の連携 

④地域の資源開拓・創出方法（資源把握、市町村・ 

都道府県との連携） 



７ 演習 

（計画作成） 

７時間 演習に向けた計画作成のポイント 

事例をもとにした計画作成の演習 

８ 演習 

（事例検討） 

７時間 事例をもとに、意見交換（グループディスカッショ

ン）・スーパーパイザーによる計画作成の指導 

 



別紙２（その１）  

  

第    号 

   

修 了 証 書 
 

氏  名  

生年月日  

 

 

あ な た は 令 和   年 度 佐 賀 県医

療的ケア児等支援者養成研修を修了し

たことを証します 

 

令和  年  月  日 

 

     佐賀県知事 山口 祥義 
  



別紙２（その２）  

  

第    号 

   

修 了 証 書 
 

氏  名  

生年月日  

 

 

あ な た は 令 和   年 度 佐 賀 県医

療的ケア児等コーディネーター養成研

修を修了したことを証します 

 

令和  年  月  日 

 

     佐賀県知事 山口 祥義 
 

 


